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総社市学習教材『地域でつながる日本語教室』
（H24・25・26年度文化庁委託事業プログラム（Ａ）による成果）

総社市日本語教室「地域でつながる日本語教室」で使用す
る学習教材であり，各年度の教室活動報告書も兼ねている



１．「地域でつながる日本語教室」の概要

開講日時：

毎週日曜日9:30～11:30（2時間×35回＝70時間）

場所：

総社市保健センター（市内ＮＰＯによる無料託児付）

受講対象者：

地域に居住する外国人住民（成人）。

ゼロ初級レベル。母語は限定しない。



２．「地域でつながる日本語教室」の目的

地域に暮らす外国人住民が，日本人住民との交流を
通して，日本での生活を円滑に行うために必要な日本
語コミュニケーション能力の向上を図りながら，地域に
密着した生活情報を得るとともに，外国人住民が地域
社会の一員として積極的に参加できるよう，地域住民
同士がつながる場を提供することを目的とする。

日本語能力を伸ばすことよりも地域住民として必要な
「生活情報・行政情報の提供」「住民同士の交流の場」

として機能させることに重点を置く



３． 「地域でつながる日本語教室」の
運営に必要な学習教材として

3.1 総社市版日本語教育カリキュラムの策定

3.2 総社市の生活情報・行政情報の提供

3.3 日本語学習サポーターによる学習支援

「地域でつながる日本語教室」で行う年間活動のすべてが
学習教材『地域でつながる日本語教室』に反映されている



3.1 総社市版日本語教育カリキュラムの策定

文化庁による「標準的なカリキュラム案」に基づき，「総社市
版「生活者としての外国人」に対する日本語教育カリキュラ
ム」（30単位）を策定。

（必要に応じて年度ごとに修正・改訂）

カリキュラムに基づき学習シラバスを作成
学習シラバスに基づき授業内容構成・教材作成





カリキュラムに基づいた学習シラバスの具体例

【医療】（3単位）

病院を探す，診察を受ける

【救急警察】（2単位）

110番・119番に電話する

【防災】（4単位）

地震・台風について理解する

【買い物】（4単位）

ちらしやメニューを理解する

【社会生活】（4単位）

ゴミの出し方，市役所で相談

【地域を知る】（4単位）

総社の行事に参加する

【交通】（3単位）

交通ルール・マナー

【挨拶】（3単位）

自己紹介，年賀状を書く

【仕事】（1単位）

職場での挨拶・言葉づかい

【学校】（1単位）

学校の制度や行事を知る

【引っ越し】（1単位）

引っ越しの挨拶をする

学習シラバスを作成しやすいよう【１１の領域】に区分



3.2 総社市の生活情報・行政情報の提供

庁内部署・県内団体との連携による職員講習・体験学習
総社市独自の生活情報・行政情報を教材化

【ゴミの分別講習】 【交通安全講習】



【警察署見学・防犯講習】 【消防署見学・防災講習】

【弔事のマナー講習】 【病院見学・受診体験】



日本語教授者（有資格者）日本語学習者

日本語学習

サポーター
（地域居住の
ボランティア
日本人住民）

市役所職員

3.3 日本語学習サポーターによる学習支援



専門家でないボランティアの地域住民が
日本語教室に参加し，日本語学習支援の方法を学び

実践するために必要な教材の作成

地域住民との交流促進
地域の生活情報の提供・生きた日本語との接触

「地域住民同士がつながる場」へ

日本語学習サポーターは，日本語のモデル発話，ペ
ア練習の相手，ロールプレイの見本，レベル差の大き
い学習者の補助などを行う。



４．『地域でつながる日本語教室』（2012～2014）
の構成と具体的な実践例

4.1 学習教材の構成

【本編】 学習シラバスに基づき16～18章から構成

文法積み上げでなく１回完結型の授業形態

各章ごとの語彙・表現，会話スクリプト

（漢字にはルビ，必要に応じてローマ字併記）

各章のテーマの理解を促進する絵教材・資料

【付録編】

ひらがな・カタカナ一覧表

漢字練習シート

総社市日本語教室でのイベント



4.2 具体的な実践例（１）：
「総社市役所に電話して外国人相談員を呼ぶ」

【本編】第２章「総社市役所で」
を利用し，総社市役所に電話
をして外国人相談員を呼ぶた
めに必要な語彙・表現を学ぶ。

会話スクリプトを使って，日本
語学習サポーターとペア練習

市役所職員と実践練習



その他の活動例として・・・

【本編】第２章「総社市役所
で」に収載の市役所内建物
配置図を利用して，外国人
相談窓口の位置を確認する。

電話番号の言い方を学ぶ。

「～階」の言い方を学ぶ。



【付録編】の漢字練習シート
を利用して，「市役所でつか
う漢字」を学ぶ。



受講者全員で行う「伝言ゲー
ム」で，授業で習った表現が
学習できているか確認する。

その様子は【付録編】総社市
日本語教室でのイベントに収
載。



4.3 具体的な実践例（２）：
「地震・台風について理解する」

【本編】第９章「災害が起こっ
たら」を利用し，地震・台風な
どの災害や災害時の避難に
関する語彙・表現を学ぶ。

会話スクリプトを使って，避難
する際に必要な会話を練習。

「避難所はどこですか？」



【本編】収載の「総社防災マップ」で避難所を確認する



総社市外国人防災カードの記入方法を学ぶ。

多言語防災カードは「総社市外国人防災カード」と，災害用
伝言ダイヤルなど災害時の連絡先を記入した「１７１カード」
の２枚から成る。



【付録編】の漢字練習シート
を利用して，「防災の漢字」を
学ぶ。



５．総社市独自の学習教材の有用性

市販の教材はローマ字表記が一貫して併記されているも
のが少なく、ゼロ初級レベルの学習者では使いにくい。

総社市に居住する外国人に身近な素材（駅やスーパー
の名前，岡山・総社の特産品など）や総社市独自の生活
情報・行政情報を取り入れることが必要。

ファイル形式で保存してあれば，情報更新が可能なため，
新しくできた施設やイベント等毎年変わるものであっても
タイムリーな情報を提供できる。

専門家でないボランティアの地域住民が日本語教室で日
本語学習支援を実践できるような教材（市販の教材を使
うには専門的知識が必要）が欲しい。


